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平成28年度総会・講演会・懇親会　開催しました。1.

No.6
◆平成28年度京都工芸研究会総会
　昨年３月２３日に三研究会が統合して設立した
京都工芸研究会。平成２７年度は新たな船出の年
でもあった為，展覧会開催や記念誌発行など設立
記念関連事業を中心に，「オトナの京もの」商品開
発事業，竹編組勉強会発表会等，会員の皆さまの
ご尽力により多くの事業を活発に行ったことを報告
させて頂きました。
　今年度の事業計画では，「オトナの京もの」事業
とともに本研究所100周年記念事業の一環である
記念モニュメント制作事業を盛り込んでいます。

◇日時　平成28年7月11日（月）15：00-20：00
◇場所　京都市産業技術研究所　ホールAB
◇内容　15：00～16：15　総　会
　　　　16：15～17：15　講演会
　　　　　「和の記憶とデザイン」　講師：山下順三氏
　　　　18：00～20：00　懇親会 レストラン・パティオ

◆今年度の「オトナの京もの」商品開発事業　
　具体的な開発テーマとして，会員さんのアイデアから
ヒントを得た「現代のライフスタイルに合った供養・癒し
の形」を総会にて事務局からご提案いたしました。アド
バイザーにプロダクトデザイナーの山下順三氏（㈲スペ
ースマジックモン）を迎え，ご指導いただきながら，テー
マに沿ったものづくりに取り組んでいきます。
　今年度も多くの事業を積極的に展開して参ります。
会員の皆さまには，今後ともご参加，ご協力をお願いい
たします。

◆講演会　「和の記憶とデザイン」
　講師の山下順三氏は京都の伝統工芸関係者とと
もに数多くの商品開発プロジェクトを国内外で手掛
けておられます。
　竹工芸によるインテリアの提案「Bamboo」の他，
直近の事例として「茶の間　cha no ma」プロジェク
ト（象彦，中川竹材店が参加。銀座三越，米国ロサン
ゼルス見本市での展示）など，スライドを通じてご紹
介いただきました。今年度の「オトナの京もの」事業に
関連して「癒し」や「祈り」をテーマにした工芸品市場
の現状についてもご報告いただきました。



「オトナの京もの」　第１回事業委員会　
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○2016年8～10月の主な予定
 8/ 4（木）　14：00～17：00 「オトナの京もの」第2回事業委員会
 8/ 6（土）　10：00～17：00 ラボフェス2016＠産技研
　　　　　　　　　　　 ＊竹で遊ぼう！コーナー
 8/ 23（火）  14：00～17：00 「オトナの京もの」第3回事業委員会
 9/ 中旬       16：30～20：00 竹編組勉強会
 9/ 下旬       14：00～17：00 「オトナの京もの」第4回事業委員会
10/下旬       「オトナの京もの」事業　試作品批評会

　

暑い日が続いています。
子供にせがまれて日曜日に庭にビニール
プールを出しました。子供たちが気持ち
よさそうに水遊びをしているのを見て我
慢できなくなり、参加。
水鉄砲やら浮き輪やらで童心に戻って遊
んでいたら、嫁から冷ややかな目を向け
られていました。（き）

つぶやいていい
ですか。

「現代のライフスタイルに合った供養・癒しの形」をテーマ
に第１回目の事業委員会を開催しました。まずは各参加会
員の普段の仕事や技術を山下先生に知っていただく為，作
品や商品を持ち寄って意見交換をする場としました。
　竹工，金工，陶磁器，漆，お香など，異業種の団体である
工芸研究会らしい様々な素材の工芸品が並びました。これ
らを見ながら山下先生と各会員の間で，技術や素材や商品
デザインについて質疑応答や意見交換が行われました。
　テーマについては，宗教性の強い「祈り」と，普段の生活
の中での「癒し」「願い」とがあり，これらのイメージをどう
整理して行くのか，その方向性を話し合いました。
　参加会員の個性豊かな技術や素材をどのように統一感を
もって見せていくかが今後のデザイン作業の課題だと言え
ます。山下先生からのアドバイスでは，例えば，サイズ感をそ
ろえる事で統一感を取ることも考えられるが，そのためのベ
ストなサイズを知る為にはマーケットリサーチする必要があ
るとの事でした。

◇日　時：平成28年7月15日（金） 14:00～17:00
◇場　所：京都市産業技術研究所 ５F講義室
◇出席者：東洋竹工㈱，㈱松栄堂，㈲和銅寛，㈱川人象嵌，大家漆

工房，㈲ヒロミ･アート，㈱陶泉窯，小川進，㈱象彦，㈱作
島，㈲りんよ工房，細垣礼子，象嵌屋小野

◇講  師：山下順三氏（㈲SPACE MAGIC MON代表取締役）

 京都市産業技術研究所は，
  今年，創設１００周年を迎えます。

○今後のスケジュール
7～10月　アイデア検討と試作
10月下旬　批評会（京都）★
       試作品のチェック
　　 場所：研究所等　
10～H29年2月　ブラッシュアップ　
H29年2月初旬　 展示会（東京）★
　　  開発商品の展示・テスト販売・評価
　　  場所：東京都内百貨店等　

　今年度は，従来の商品開発事業の課題であ
る販路開拓についても踏み込んだ取組とし，
適切な価格帯の設定を検討していきたいと考
えます。8月中に２回の研修会を開催して，
テーマと具体的なデザイン作業を進めていき
ます。


